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3 言語教育シンポジウム:英 文解釈法再考:日 本人にふさわしい英語学習法を考える

Keio University Symposium on Language Teaching:

Reevaluating How to Interpret English Constructions,

Phrases, and Passages
開催 日  2010年7月11日

企 画 大津由紀雄(言 語と認知班)
講演者  江利川春雄(和 歌山大学)、斎藤兆史(東 京大学)、大津由紀雄(言 語と認知班)

 2010年7月11日 に慶應 義塾 大学 言語教育 シンポ ジウム 「英文

解釈 法再考 ～ 日本 人にふ さわ しい英語学 習法 を考え る～」が 開

催 され た。 英語/言 語教 育 シンポ ジウムは今 回で8回 目を迎 え

るが 、今 回の シ ンポ ジウムで は、 各登壇 者独 自の視点 で英文解

釈法 を再評価 し、 今 日の 日本の英 語教育 の状況 下で、 それ を積

極 的に利用 する こ との意義 につ いて議論 がな された。

 第一 部 で は 江 利 川春 雄 教 授(和 歌 山 大学)、 斎 藤 兆 史教 授

(東京大学)、 大津 由紀雄教授(言 語 と認 知班)に よる講演が あ

り、その後 安井稔 教授(東 北大学 名誉教授)よ り各講 演への コ

メ ン トを もらっ た。そ して第二部 で は、 鼎談お よび全 体討論が

行 われ た。

 江 利川教 授の講 演(演 題:英 文 解釈法 の歴 史的意義 と現代 的

課題)で は、 まず 日本 の英語教育 にお ける英語 力の低 下や英語

嫌 いの増加 な どの悲惨 な現状が実 証的 に示 された。江 利川氏 に

よれば、 それ らを生む 原因は オー ラル ・コ ミュニ ケー シ ョン重

視 の教育 であ り、 さ らにそ のオー ラル重 視 を生 む原 因は、ESL

とEFLの 混 同、 そ してBICSとCALPの 混 同 に あ る、 とす

る。 そ して、 日本のEFL環 境 にふ さわ しい学 習法 と して、 明

治期 に体 系 化 され た英 文解 釈 法 があ る こ とが 提 案 され た。 た

だ、英 文解釈法 と一 口にい って も、 その側面 は英文和 訳か ら直

読直解 まで多岐 に渡 ってい る。 そ してその裏 に は、 い くつ か危

険性が潜 む場合 があ る。例 えば、英文和 訳 は英語力 の鍛錬 のみ

な らず、 日本語 力や 思 考力 の鍛 錬 に とって も有 意義 で あ る一

方、教 師 にとって比較 的楽 な英 文和訳 中心 の一斉授 業 を行 って

ばか りでは英語 力 に偏 りが生 じる、 とい う危 険性が あ る。 学習

者の熟 達度 に応 じて教授 項 目や教授 方法 を選 定 し、授 業 自体 に

工夫 を凝 らす こ とを疎 か に しては いけな い とい うこ とも、 重要

な点 として指摘 された。

 斎 藤教授 の講 演(演 題:外 国語学 習法 として の英 文解釈 法の

す ば らしさ)で は、実 際の授 業で英 文解釈法 の どの側面 を どの

ように生かす のかが 、教材 を用い なが ら解説 された。講演 の中

で繰 り返 し述べ られ た こ との一 つ に、"英 語 教 師 はgeneralist

であ るべ ぎ とい う言葉が あ った。 その 意図す る ところは、英

文解釈 法 を利用す る と言 って も、 単な る解 読主義 に はな らず、

音声 記号 を含む発音 や会話 を盛 り込ん だバ ランスの とれ た教授

項 目を設 定 し、学 習者 の レベ ルに応 じた授 業 をす る必 要 があ

る、 とい う ことで ある。

 大 津教 授 の 講演(演 題:認 知 科学 か らみ た 英文 解 釈法)で

は、 まず英 語教育 の現状 につ いて、オ ー ラル ・コ ミュニケー シ

ョン重視 の教育が 生み だす 諸問題 、そ して英文 解釈法 に対す る

誤 った評価 が指摘 され た。 また英 文 を解 釈す るには、文構 造、

文章構造 、情報構 造、発話 状況 、 さらには聞 き手の 人生 に対す

る考 えを複 合的 に分析す る、 とい う抽象 的で複 雑 な認知 的営 み

が必要で あ るこ とが、演歌 の歌詞 等 を用い なが ら説 明 され た。

そ してこの ことか ら、英 文解釈 法 を利 用す るこ とは入間教育 の

実践 その もので ある こ.とを主張 した。英 文解釈 法 を利 用す るこ

との もう一つ の利点 と して、母 語 を利 用 した"こ とばへ の気 づ

き"の 育 成が実 現 され、 さ らには"こ とばへ の気づ き"を 介 し

た母語 、そ して外国語 の効果 的運用が 循環的 に実現す る ことが

挙 げ られた。

 以上 の講演 を受 け、安井教授 は"英 語 を英 語で教 え る"こ と

の限界 を具体 例 を用 いなが ら指摘 した。 また、母語 であ る 日本

語 を"踏 み台"と して利用す る ことで、英語 学習 におい て 日本

語 と英語 を対 等に扱 うことが可能で あ る、 との コメ ン トもあ っ

た。

 第二 部の鼎 談は、事 前 にフ ロアか ら集 めた質 問に登壇 者が答

え る形 で進 め られ、 幅広 い議論が行 われ た。そ の後の全体 討論

で は多 くの 質問や コメ ン トが寄せ られ、大 盛況 の うちにシ ンポ

ジウムは終 了 した。

 言 うまで もな く、単 に英 文解釈 法 を採用 して いれば英 語教育

にお け る諸 問題が 直ち に解 決す る、 とい うことを講演者 が主張

してい るのでは ない。大切 な こ とは、英語 教育 に関わ る全て の

者が英 語教育 の 目的 を見 直 し、 その 目的に合 った学習法 を、学

習指導 要領 に踊 ら され るこ とな く検 討す る ことであ る。 あ くま

で そ こか ら生 じる行 動の 一つ と して 「英 文解釈法 の再 考」が あ

る、 と私 は考 える。

 今回 の シ ンポ ジ ウム には 定員 を大 幅 に超 える 申 し込み が あ

り、数 多 くの 方 々の参 加 をお断 りせ ざる を得 な い状況 で あ っ

た。 当 日配布 したハ ン ドブ ックお よび資料 は、 大津研究 室 ウェ

ブ サ イ ト(http://WWW.OtS--.icLkeio.ac.jp/)、 ま た は プ ロ グ

(http;//oyukio.blogspot.com/)に 掲 載 され て い る ので 、是 非

参照 され たい。                 (桃生朋子)

The Keio University Symposium on Language Teaching was

held on July 11,2010. It mainly focused on reevaluating how

to interpret English constructions, phrases, and passages as

ameans for improving techniques for English instruction in

a Japanese EFL environment. First, Haruo Erikawa

(Wakayama University), Yoshifumi Saito(The University
of Tokyo), and Yukio Otsu(Keio University)evaluated how

to interpret English from a different perspective. Then,

Minoru Yasui(Tohoku University)provided comments on

these lectures. These speakers shared the idea that English

learning methods which put weight on the ability of oral

communication have harmful effects and we should adopt

other ways which are suitable for an EFL environment.
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